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はたらく部会の報告 

（平成 29 年７月～平成 29 年９月） 

１ 開催日、内容 ※毎月第２火曜日 13 時 30 分～ 

回 開催日 内容 

第４回 ７月７日 ・ゲオビジネスサポートの障がい者雇用の取

組みより、意見交換 

・優先調達推進法の調達内容に関する進捗状

況について 

第５回 ８月 11 日 ・優先調達推進法の調達内容についての意見

交換、調整 

・中部大学フェア出展についての打ち合わせ 

第６回 ９月 12 日 ・総合福祉計画内日中活動系サービスの見込

み量についての意見 

・中部大学フェア出展に向けた最終調整など 

２ 主な取り組み内容 

（１）福祉施設から一般就労への移行に関して 

７月 26 日小牧市ふれあいセンターにて、今後特例子会社設立を予定している 

事業主の説明会を、小牧市障害者自立支援協議会就労支援連絡会と合同で開催 

し、一般就労への移行を希望する方に対して、事業所が考えていただく機会と

なりました。 

（２）優先調達推進法の調達内容、調達方法の検討 

昨年度第３次総合福祉計画内の「雇用・就業、経済的な自立」の項目について

のアンケート調査、検証を行なった結果を踏まえ、障がい福祉課により調達内

容を検討し、市内公園等の清掃を提案された。公募を行なうまで部会内で検討

を行ない、来年度より実施できる見込みとなっています。 

市内の就労系事業所よりアンケート調査した結果が結びつく形となり、非常に

大きな成果だと思われます。 

（３）周知、啓発に関して 

ア 「はたらくガイドブック」の更新版が完成し、9 月に周知を行ないました。 

イ ９月 14 日に産官学連携で行なわれた中部大学フェアへはたらく部会として通

算３回目の出展を行なうことができました。アのはたらくガイドブックをはじ

め、ハローワーク春日井からも障害者雇用のしくみ、現状等を伝える機会とな

りました。なかなか、「障害者雇用」「福祉サービス事業所」をご存知ない方々

へ啓発を行なうことは大変ですが、続けていく重要さが大事だと思っておりま

す。 

  ３ 今後に向けて 

    引き続き、障がい者が多様に「はたらく」ことについて、様々な視点から 

    意見を出し合い検討していきます。第４次障がい者総合福祉計画にも反映できる

よう取組みを続けていきたいと思います。 


